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住宅･都市整備公団
港北開発局

開発局長

r11藤 ♯-･

港北ニュータウンは､横浜市の ｢六大事業｣の一つとして乱開発

を未然に防止し､都市と虚菜が調和した新しいまちを市民参加の

もとに建設することを基本理念として､昭和40年代当初から計画

に着手されました｡

公団は､横浜市の要請のもとに地元等との調整を進め､面積

1β17ha､計画人口22万人,地権者数5,600人の日本品大規模の土地区
画整理事英を施行するものとし､昭和44年に用地買収に着手し､昭

和49年8月に建設大臣より土地区画整理事業の施行規程及び事兼計

画の認可を得ました｡その後､昭和58413月の第1次供用開始を経て

平成8年3月に全宅地の供用開始を行い､同年9月の換地処分の公告

をもって事業の収束を迎えました｡

これは､ひとえに地権者はじめ横浜市並びに関係機関の方々の

ご協力の賜物であり,心より感謝申し上げる次第であります｡

港北ニュータウンのおよそ30年に及ぶ歴史は､市民参加による

まちづくりの実践の歴史であり､この間､港北ニュータウン串菜

推進迎絡協議会等を中心として事業の推進に係る諸課題が協議､

調整され､社会経済惜勢の変化に対して多機能接合都市への土地

利用の転換やタウンセンターの計画変更等の対応が図られ､また､

換地計画等にE対しては､センタ-用地等の申出換地､事典長期化に

伴う仮酒井など新しい取り組みが行われました｡
港北ニュータウンの土地区画整理事業の竣工にあたり泣言貨の長

い過程のごく一部ではありますが､この写英鵜にまとめました｡

港北ニュータウンのまちづくりの回顧の一助になれば率いです｡

平成9年3月
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港北ニュータウンのまちづくり

地区の概況

港北ニュータウンは､横浜市の中心部から北北西へ約12km､東京静Lt

から南西へ約25kmに位直し､横浜市都筑区にあります｡造成前は､雑

木林や竹林を主としたLLJ林と田畑が地域の9割を占め､集落は主に谷戸
部分に集中していました｡

周辺の交通アクセスは､東海道新幹線､｣R横浜線､東急東横線､乗急

田園都市線等の鉄道と､東名高速道路､第三京浜道路､国道246号等

の適格網により､大変充実しています｡

事業の日的

横浜市による開発構想

昭和40年2月､横浜市は ｢横浜市六大事業Jを発表しました｡その柄
容は､以下のう酎｣です｡

1)都心部強化事業

2)金沢地先埋立事業
3)港北ニュータウン廼設事業

4)高速鉄道建設事業

5)高速道路網建設事業

6)横浜港ベイブリッジ建設事業

港北ニュータウン建設事業を進めるにあたり､横浜市は､昭和30年代の

高度経済成長期に入って急速に周辺の開発が進み､この地域もこれらの

影響を受け乱開発されることを避けるため､人口を計画的に誘導しなが

ら､都市と農業とが調和した新しいまちを実現しようと､｢乱開発の防止｣
椅β市農業の確立｣｢市民参加のまちづくり｣を垂木理念に掲げました｡



住宅･都市整備公団(旧日本住宅公団)による事業の推進

昭和44年4月､港北ニュータウン区域の主要な部分､第-(北部)地区､

第二 (南部)地区のあわせて約1,320haが､日本住宅公団の土地区画整

理事業施行区域として定められました｡

まちづくりを進めるにあたり､r緑の環境を最大限に保存するまちつくり｣､

｢",S､るさt"をしのばせるまちづくり｣､r安全なまちつくり｣､r高い水準

市民参加のまちづくり

港北ニュータウンの萎本理念である ｢市民参加のまちづくり｣を実現

するため､地元と市 公団とをつなぐ組続として､港北ニュータウン

事業推進連絡協議会が設置されました｡この協議会は､地元4地区の協

議会と市 ･公団の3着を中心に構成され､開発計画､造成=事などの事

業実施Lこ伴う諸問題に

のサービスが得られるまちづくり｣の4つの基本方針を設定し､斜面緑 ついての協議を行い､

地､寺院､屋敷林などを保存し､それらを核に公園と緑道で構成された 市民参加のま

緑のネットワークや､機能的に配置された歩行者専用道路のネットワ

ーク､さらに地区内に2本の鉄道や､横浜市北部の副都心となるタウン

センターを始め各センター地区を計画し､21世紀を指向した新しいま

ちづくりを推進してきましたQ

また､市民参加のまちつくりの一環として個々の権利者の区画整理後

における土地利用の希望を換地設計に反映するために､｢特別な用地｣
への換地の申出が行われました｡

山崎公Egとf)一テンヒルズ

ちつくりを進

めてきました｡

前身LまT港北ニュー 令
タウン即発対熊協l尭 ●汁刑川
会｣(昭和42年6月一
昭和51年 10月)

事JL推姓連Ja協班会JBuEg
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昭和40年､国民所得倍増計画のもとに沸いた｢オリンピック景気｣

直後の証券不安の年､所得水準の向上に伴って､住宅･宅地の不足が

社会問題となっていました｡この地域においてもそのまま放置すれば､

乱開発されることにあるのは明らかでした｡そうしたなか､都市化の

進む横浜に新たな方向性を与えるものとして横浜市の ｢六大事業｣の

一つである港北ニュータウン建設事業が発表されました｡



港北ニュータウンの埋蔵文化財

縄文時代の追跡は.その大部分が台地平地部､

台地店斜面および丘陵斜面に占地し､海抜は30

-50mです｡弥生時代の主な追跡は稲作の水田

利用のため､谷本川 拙見川･大梢JII早測川な

どの川沿いの低位の台地に位粧しています.

縄文時代の過跡のうち､住居跡も18ヶ所以上か

ら発見･発掘され､なかでも特徴的なものとし

て佐江戸第2追跡があげられます｡これは､楕円

形で､8本の主柱穴が整然と2列に並び,望捕内
にも左右対称にピットが配された他に例のない

ものです｡

土器については､100ヶ所近くの追跡から採兆

されました｡形式や年代について決め手となる

や料がきわめて少なく､判る範囲では其問式と

呼ばれるものがもっとも多く,平安時代のもの

も少なくないとみられています｡

これら山土物は横浜市歴史博物館に保存されて

います｡これに隣棲して大塚鼓腸土逝跡があり.

過跡公胤として保存･並備されています｡

写JtitBt 伽 )≠浜市ふるEと丘空尉En 4X文化財センタ~
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総需要抑制政策のもとに昭和49年度の公共投資等の財政執行が抑制

されており､経済成長率が戦後初のマイナスを記録して高度成長の

時代から安定成長の時代への転換期でした｡港北ニュータウンでは､

事業の初期段階で､早測川､大熊川及び有馬川について河川改修計画

(昭和45-53年度)が作成され､早捌Jlr及び大熊川については昭和53年

度に改修が完了しました｡

早測川､大熊川の下流である鶴見川についても､大規模な硬潔計画

(いわゆる｢鶴見川パイプライン計画｣)の本格的な竣襟が昭和54年12

月より始まりました｡



(財)港北ニュータウン生活対策協会

昭和56年2月に,(財)港北ニュータウン生活対策協

会が設立されました｡

設立日的は､港北ニュータウン地域においてrEI米か

ら生活している人々と､この地域に移り住む人々の

融合を図り､住民が一体となって自主的に地域文化

のLilJ造.コミュニティづくり､居住環境盤鵬などの

諮活動のrff成及び居住項境に附する調査研究を行

うとともに､権利者に対する生活再建対帝都英を行

うというものです｡
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昭和56年10月1El､E]本住宅公団は宅地開発公団と統合し､その名称を

住宅 ･都市整備公団 (住都公団)と改めました｡

昭和58年､第二地区の供用が始まりました｡あわせて荏田南小学校､

荏EEI東第1小学校､さらに荏田南中学校と､学校等の施設も次々と開校

しました｡昭和60年には地下鉄3号線の建設･着工が具体化されましたO

近隣センターに憐接したみすぎが丘



企業の誘致

港北ニュータウンが職住近接のまちづくり

を目指す中で､憧れた自然環境や立地条件を

生かして周辺環塊と調和する安全でクリー

ンな企菜 ･研究所を誘致することになり､

昭和60年3月に第1号の立地が決定 しました｡

その後､誘致は増え､現在まで.=43杜の進出
が決定しています｡
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平成元年､タウンセンター開発推進協議会が発足､センター計画の具

体化に拍車がかかると同時に､新都市施設の充実や､多様な住宅の供

給､教育施設等の開校が相次ぎ､港北ニュータウンは､いよいよ市街

地として､にぎわい溢れる都市へと変貌していきますO

平成6年11月6日､百薬区とともに都筑区が新たに誕生し､港北ニュー

タウンは文字どおり｢都(みやこ)を筑(きづく)｣区として一体の行政

区となりました｡



多様な住宅の供給

職 住機能を敵合させた港北ニュータウンでは､

多様な住宅を供給していますO

中でも.最も広い両税を占めているのが一般住宅
ですo通過交通が入り込まないような道路設計に

なっており､各戸の敷地両税が180rnz以上を基本と

するなど､良好な住項塊を確保するよう計画され

ています｡

処合住宅は､公団 公社 市営などの公的非合住宅

や民riil集合住宅など､多様な事業主体によって特

徴ある質の高い住宅供給が行われています｡

jJi合住宅は周辺の街なみ形成を誘導していく役割

も担い.建物と緑の融和による崇観形成に配慮が

なされています｡

また.高齢者に対応した住環境の整肺として､昭

和63年には民間による都市型ケア付き住宅に入居
が開始されています.平成7年には住宅･都市整備

公団としては全国初のシニア住宅が建設されてい

ますO

ll
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港北ニュータウンの公団施行地区1,317haにおいて整備された基盤

施設は､都市計画道路11路線･延長31km､歩行者専用道路13路線.延長

15km､区画道路等をあわせた総延長は320kn1に及ぶものです｡

また､地区公園をはじめとして整備された公園･緑地面積は総計

122haに達しました｡

港北地区における土地区画整理事業の基盤整備工事は､事業認可以来

22年の歳月を経て平成8年3月に全宅地の供用が開始されました｡
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中央地区の計画

昭和62年から第-地区及び第二地区のタウンセンタ

ーに挟まれた｢中央地区｣について､市及び地元地権者
からなる｢タウンセンター関連地区研究会｣により､

面的盤僻に桝する検討が行われていました.中央地区

の開発El掛 ま､この地区が南北のタウンセンターを連

絡する枢密な位控にあることから､タウンセンタ-の

横髄を補完し,これと一体となって､横浜北部副都心

の形成を図り､幹線道路.鉄道等の光僻を促進､あわせ

て住宅,工場等が渦在した既存の土地利用を用途別に

集約し､健全かつ良好な環境を有する市街地を形成

することとしています.

中央地区における土地区画盤理Irl菜は､平成8年2月に

事菜認可を受けました.



発展する港北ニュータウン

タウンセンターへの大型商業施設の出店

まちつくりの中心となるタウンセンター地区では､2店舗の百貨店の進

出が決定していますB

センター南駅前に出店計画中の西南東急百貨店は 既に平成8年3月に着
工､平成10年事の開業を予定し､港北ニュータウン初の百貨店として

大きな朋得が寄せられています｡

センタ-北駅前には阪急百貨店が平成7年7月正式に進出を決定､大型

島主要場を備えた郊外型の大型店純になる予定ですO

またセンタ-北駅前には複合商業施設としてブラザビル(仮称)の建設も

進み､タウンセンター地区は大型商業施設の集積地区として発展が期待

されています｡

ブラザビル完成予想図

阪急百貨店を嬢とする大P,段内集権IBイメージ
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地下鉄4号緑の整備

横浜市はrゆめはま2010プランJにおいて横浜環状鉄道(LLシティルー

ブ●)を発表､地下鉄4号線(日吉一港北ニュータウン-中山間)をその

一部として位置つけ早期建設を掲げました｡市交通局が事業主体とな

り平成8年度免許申請､9年度免許取得が予定され､15年度開通をめざ

して動きだすことになりました.



捻合公園とシンボル広場の整備

地区の中央部には広い緑地が保全され総合公園(189ha)としての聖偏

が進められています｡またニュータウン全体としても､開発の基本方i十

の一つであるr緑の環境を最大限に保存する街づくりJを実現するため

に､旧来の黄重な緑の資源を緑道や歩行者専用道格と結びつけながら価

系化するr91J-ンマトリックスシステム｣を採用､警備を行いました｡

また､センター北駅 センター南駅の駅前にはコミュニティ形成の甥

としてシンボル広場が計面されており､大型商業施設や地下鉄4号線の

建設にあわせ整備が進められています｡

港北ニュータウンのまちづくり

港北二ユ-タウンは優れた立地条件､悪まれた自然環境と充実した都

市施設を背景に､首都圏における業務核都市として､また横浜の副都

心として､住宅に加えて商業 業務施設をはじめ教育 医療 福祉

文化など多様な機能を備えた多機能複合都市としての発展を続けてい

ます｡

これからはニュータウンに住み､集う人々が､住民相互の連携をとり荏

がらより豊かな地域社会の形成を図り､港北ニュータウンが活力ある

21世紀の徳として発展していくことが期待されています.

15
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l三l■ ■

鴫区名 事JFのa盟 施行主体 什ZB面捕 ttLA.rl

公団康行ItE 1.317ha 220.000人80.抑300,000

24

民施尭地区 市及び民冊 67

Jt煮I用地区 土絶改良gZ某 土絶改良2B合 230

その他地区 892

II! =: U llL_ lur

顎l地区 兼2桔区 合暮十 中央穐区

4日 5lまLha)机成比l,i) 一足比(㌔)正統(旭)洗成比(%1

JJa 117_5 21ー48ー70_I 170ー774.3 22_2 288_2121ー90_5 21.99.30_0 7_1 30.0
箕 公領 .緑地定 河川 -梢 4 65 9ー7 II 5_34.4
ZT t6 6 30r2 245.0 31ー9 4ー06 31.2 9 39_7

PiEi2枚用地隻分相宅地言Ft-さと 8_7 14.96.838.8 101.039.0300.5 13_1 18 70 13.95.739.0 -

370 5.ー 76 -
2129 39.1 51,4 2ll.8

S r. 33.6 60.5 440.5 57.3 7721 58.62ll,8
2_2 4.2 6.2 7.9 5.4

I. EjJtTL:▲LLF:
dl 一!1地区 繁2地区 合‡†

戸鼓(戸) 人⊂】(人) 戸社(戸) 人口1人)
tl■lJ一一■ 5.800 22.000 7,900 29.903 13.7cc 51.903

分tL宅地用ft 1,4(巾 5.800 1,500 6,3(氾 2.900 12.1())

公益的遠投用稚 1(泊 500 300 I.loo 400 1.6(XI
民有稚 16.【仙) 63,700 23,1(氾 90.700 39.100 154.400

Jt 23.3(和 92.0cc 32.800 128,000 56.100 220.000
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住宅･都市整備公団 港北開発局
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